
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス
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P N

P N

P N

P N
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(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

藍沢　漣莉（あいざわ　れんり）

ソラリス
ソラリス

研究者

28歳

命令

安定した家庭

妄想

平凡

教師

女

29

忘却

0
0
2
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0
0
1
0

1
1
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0
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25
5
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レネゲイド 学問

UGN
4 1

1

交渉 30r 2 C値2。

強化ビジネススーツ 14 【社会】判定ダイス+2

0 0

賢者の石
藍沢　華

アルフレッド=J=コードウェル
信頼

好奇心
食傷

無関心

16 0

ワーディング

リザレクト

コンセ

絶対の恐怖

エンハンスアクション

オーバードーズ

狂戦士

さらなる力

女王の降臨

元気の水

★

0

2

1

2

1

5

1

1

1

-

1d10

2

3

4

4

5

5

5

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

セットアップ

視界

-

シーン

自身

単体

-

-

単体

単体

自身

自動

自動

対決

-

-

自動

20

自動

-

↓100

100%

80%

80%

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

<交渉>。攻撃力+[lv]の射撃攻撃。装甲無視

ダイス+[lv×2]。シーン1回

組み合わせたエフェクトのレベル+2。シナリオlv回

次のメジャーのC値-1(下限6)。ダイス+[lv×2]

行動済を未行動にする。対象変更不可。ラウンド1回。

メジャーかつ自動成功のソラリスエフェクトを1つ使用。シナリオlv回。

イメージ
https://picrew.me/image_maker/395807/complete?cd=Qsu5xgjXzF
賢者の石起動時
https://picrew.me/image_maker/395807/complete?cd=sXyPqC0f5J

レネゲイド研究者にして賢者の石適合者。
万事控え目で、あまり言いたいことをはっきりと言えないタイプ。人見知りで人と目を合わせるのが苦手。人との会話もあまり得意ではなく、緊張しやすい。
ようするにコミュ障。
知らない人との会話はあわあわしがち。なお、究極的にテンパると笑顔で押し黙る。
「へ、へへへ……その、人と喋るのは、ちょっと、その、苦手で……」

普段はUGN関連のレネゲイド研究施設で契約研究員をしている。
正研究員ではなく契約研究員なのは、いい意味でも悪い意味でも、彼女が賢者の石適合者のため、UGN及び研究所上層部に色々と思惑があるから。
本人は正研究員になりたがっているが、UGN側は彼女をエージェントないしはなんらかのUGN側の人材にしたいらしく、研究所側の一部の幹部は彼女を実験対象
"モルモット"にしたいらしい。政治的押し引きの結果、契約研究員というポジションに留まらせられ続けている。なお本人はこのような裏事情は知らない。
ちなみに、彼女の現在の所属の上司などは、希望通り正研究員にさせてあげられるよう尽力している。
「自分でいうのもなんだけど、そこそこがんばってると思うんだけどなぁー……
　なんで正式採用してくれないだろー…… や、やっぱりコミュニケーションに、も、問題があるから……？」

賢者の石は彼女の右目に埋め込まれている。というより、賢者の石が普段は右目の代わりをしている。
賢者の石起動時には右目が青く光り輝く。
この時の彼女は半分意識がなく、「誰かに体を乗っ取られている」ような感覚を覚えるが、何にかは本人にもわからない。
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